
平成２５年第４回 洞爺湖町議会定例会一般質問  

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
１３番 
 七 戸 輝 彦 

 

 
１．安全な子供たちの通

学、青少年の安全な通

行のために 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．町営住宅の入居契約

等について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．水道水改善の工事に

ついて 

 
（１）暗くなった道を通り、児童・生徒が帰宅

することがある。街から遠くなるほど道が暗

いのはやむを得ないことかもしれないが、入

江１区の例を挙げれば、最近開けてきた住宅

地があり、この事情に街路灯の配置が遅れて

いるように思う。諸事情に鑑み、街路灯の増

設、配置を検討されたい。 
（２）数年前に小中学校の全児童・生徒に「防

犯ブザー」を貸与した。時も経っており、こ

の管理が気になっているが、どのようになっ

ているか。また、新入学生には新規に貸与さ

れてきたか。 
（３）諸事情に鑑み、不足分や不具合分を補充

するなど、もう一度防犯ブザーを小中学生全

員が持てるよう配慮すべきと考えるが。 
 
（１）直近での町営住宅賃貸料の滞納額、件数、

延べ月数などは。 
（２）最近、町営住宅入居者に、保証人の確認

を行っているようだ。近隣自治体においても、

同時期に同様の確認を行っていると思うが、

自治体同士の話し合いか、道・国などからの

指示があったのか。 
（３）入居者の支払いが遅れ始めた時、保証人

への請求や話し合いはどのようなタイミング

で行なっているのか。また、これについての

要項等ではどのような扱いとなっているの

か。 
 
（１）本町地区の水道水改善について進捗状況

と計画を確認したい。 
（２）この工事は町民の大多数が早期完成を切

望している事業で、来年度予算を大量投入し

てでも早期の完成を目指すべきだと考える

が。 
（３）複数年度にまたがるこの大事な事業を、

現町長の手で完成させる考えはあるか。 

① 

 



平成２５年第４回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
１番 

 宮 田 敏 夫 
 

１．真屋町政４年の総括

について 

 

（１）一期４年の任期の終りになろうとして、

目標（公約）の達成はできたか。達成できな

いことはないか。その理由は何か。また、新

しい課題は発生していないか。 

（２）本町地区の硬水対策は緊急かつ喫緊の課

題と思う。２６年度当初予算に計上する考え

はあるか。 

（３）子供・子育て政策を充実させ、子育世代

のより一層の定住を図るべきと考えるが。 

（４）産業（農業・漁業・観光等）の育成を行

なってきたが、今後どのように取り組む考え

か。 

② 

 

６番 
 佐々木 良 一 

 

１．６次産業化に向けた

その後の町の取り組み

について 

 

 

 

 

 

 

２．北海道フットボール

クラブとの相互協定と

町づくりについて 

 

（１）３月定例会以降６次産業化に向けた具体

的な取り組みについて伺う。 

 ①目標設定について 

 ②組織づくりについて 

 ③産学官の協力体制について 

 ④人材の活用について 

 ⑤今後の計画と補助事業の活用について 

 ⑥２６年度予算編成に対する考えについて 

 

（１）北海道フットボールクラブと洞爺湖町と

の相互交流支援に関する協定が結ばれたが、

この協定を今後町づくりにどう活かして行く

のか。 

③ 

 

 ３番 
 松 井 保 明 

 

 

１．財政運営について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）過疎（人口減少と少子高齢化）が進む中

で町の財政運営はどう舵取りをして行くの

か。 

（２）自主財源対策として基幹産業への財政投

資についての取り組みは。 

（３）助成、補助金の見直しにより義務教育の

子供達への還元についての考えは。（虻田高校

への助成金その他団体の補助金等の見直しに

よる） 

（４）ふる里納税の推奨による財源確保対策の

考えは。 

④ 

 



平成２５年第４回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ３番 
 松 井 保 明 

 

 

 

 

２．エネルギー対策につ

いて 

 

（５）歳入未済額に対する対応はどうあるべきか。 

（６）年度末における「駆け込み」支出の抑制の

制度化について。（会計規則） 

 

（１）民間のメガソーラー設置（企業又一般）は

地域住民にとってのメリットは何か。 

（２）エネルギーの自給自足を推進するために学

校その他公共施設及び、公共用地を活用しての

取り組みについての考えはないか。 

（３）洞爺湖温泉利用協同組合による地熱開発は

地域住民にとってのメリットは何か。それに対

する町の支援策は何か。 

（４）平成２１年「洞爺湖町地域新エネルギービ

ジョン」の見直しについての考えはあるのか。 

 

 

１２番 
 大 西   智 

 

１．定住、移住対策につ

いて 

 

 

２．学校施設の環境整備

について 

 

 

 

 

３．基幹産業の農業振興

策について 

 

（１）定住、移住対策の現状と成果は。 

（２）町に住みたい、生活したいと思えるような

施策の考えは。 

 

（１）洞爺中学校グランド周辺の木があまりにも

伸びすぎているが環境面でどのように考えてい

るか。 

（２）洞爺中学校グランドの排水が悪いが暗渠も

含めた年次的な対策は。 

 

（１）ＴＰＰが農業にあたえる影響をどのように

取り組んでいくのか。 

（２）近年、異常気象とも思われる集中豪雨で畑

地の土砂が流失している、又畑地の排水も悪く

農産物の品質低下をまねくおそれがあるが、町

としての認識と、対策の考えは。 

（３）町独自の農業振興策を打ち出すべきと思う

がその考えは。 

 

⑤ 
 

 ４番 
 立 野 広 志 

 

１．福祉相談員の専属配

置について 

 

（１）生活や福祉、医療などで相談を受け、適切

な対応のできる福祉相談員を専属で配置し、町

民の支えとなる行政対応を進める考えはない

か。 

⑥ 
 



平成２５年第４回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ４番 
 立 野 広 志 

 
２．住民の実態や困難に

真に応える地域公共交

通の整備を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．後期高齢者医療制度

について 

 
（１）地域公共交通活性化協議会の設置目的と

整備計画づくりの手法はどのようなものか。

また現在までの進捗状況。 
（２）同様の法定協議会を設置し、試行運行を

実施している近隣自治体での実態や課題を学

び、当町の計画づくりに生かす検討がなされ

ているか。 
（３）１１月１１日を期限とする「バス交通に

関する住民アンケート」が行われたが、アン

ケートのねらいと回収状況はどのような結果

となったか。 
（４）現に、生活上支障をきたしている住民（買

い物、通院、通学、行事参加など）の現状や、

どのような不便が生じているのかを正確に把

握し、それに応えうる交通対策を検討すべき

である。今回のアンケートだけでは住民の実

態把握は不十分ではないか。 
（５）交通機関に依存せざるを得ない住民を対

象とした、きめ細やかな調査・実態把握を行

い、場合によっては高齢者団体や障がい者団

体、地区別懇談会なども開催し、直接意見を

聞くことも必要ではないか。 
 
（１）後期高齢者医療制度をめぐる現状と翌年

度以降の見通しをどのように捉えているか。 

 ①保険料特例軽減措置の廃止にみられる負担 

  増 

 ②保険料滞納者に対する差し押さえの状況 

 ③１４、１５年度の保険料の値上げ見通し 

  （２０１４年２月の広域連合議会で新保険

料が決定） 

（２）構成自治体の一員として、次のような制

度・措置の改善を求めていくべきではない

か。 

 ①１４、１５年の保険料値上げはしないこと。 

 ②特例軽減措置の廃止をやめること。 

 ③滞納者への差押えをやめること。 

 ④健診受診率を高める特別の手立てをとるこ 

  と。 

 

 



平成２５年第４回 洞爺湖町議会定例会一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ５番 
 板 垣 正 人 

 
１．観光振興対策につい

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．移住定住対策につい

て 
 
 
 
３．平成２５年度地熱開

発調査事業について 

 
（１）外国人観光客の対応等で案内板やバス停

等の充実をはかるべきと思うが町の考えは。 
（２）各観光施設の案内板や説明板等にＱＲコ

ード等を付けるべきと思うが町の考えは。 

（３）文化センターを今まで以上に活用する為

に北海道文化財団等にも積極的にアプローチ

するべきと思うが町の考えは。 

（４）文化センターの使用料金の見直しも考え

るべきでは。 

 

（１）移住定住対策の為におもいきった予算を

付けるべきと思うが町の考えは。 

（２）町内中学校の統合も含めて考えるべきと

思うが町の考えは。 

 

（１）地熱開発調査事業が現在行われているが、

将来的に町としてどのようなかかわりをする

のか伺う。 

⑦ 
 

１０番 
 越前谷 邦 夫 

 
１．洞爺湖観光の躍進を

めざして 
 
 
 
 
２．洞爺湖町の町づくり

の要となる洞爺地区が

どう躍動されるのか 

 
（１）洞爺湖観光の充実を計っていくためには

スポーツ、文化、福祉との連携は重要な課題

だと思う。未来志向に向ってどのような観光

地づくりをめざそうとしているのか観光全般

にわたり理事者の見解を伺いたい。 
 
（１）洞爺湖町の輝く地域社会創造のためには

住民が夢と希望を持って町づくりに参加出来

る環境の充実が求められている昨今、中でも

洞爺地区の特質性と位置づけを活かした地域

づくりが重要であり、未来振興の方向性や年

次計画の具体化を明らかにすべきと思うが。 
（２）平成２６年度の予算編成に洞爺地区の振

興策がどう盛り込まれるのか。 

⑧ 
 

 


